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埋蔵文化財調査室とは
　

  大阪大学では、1983年に豊中キャンパスの工事中に

弥生時代の集落跡が発見されたことを契機とし、本学

において大学施設の整備充実と文化財の保護活用を調

和させようという機運が高まりました。そして、1985

年に埋蔵文化財調査委員会が発足し、埋蔵文化財調査

室が調査にあたることとなりました。以後、30年近く

埋蔵文化財調査室は、大阪大学で数多く実施される

工事に際し、遺跡の調査にたずさわってきました。

  大阪大学のキャンパス内には、実は多くの遺跡が埋

まっています。豊中キャンパスは、その全域が待兼山

遺跡として国の遺跡台帳に登録されており、2000年近

く連綿と集落や墓域として利用されてきたことが判明

しています。また、大阪市北区にある中之島センター

付近は江戸時代の蔵屋敷が建ち並んだ場所として知ら

れ、中之島センター造営の折には、久留米藩蔵屋敷の

発掘調査を実施しました。さらに近年の調査成果によ

って、吹田キャンパスの地下にも埋蔵文化財が包蔵さ

れていることがわかり、山田丘遺跡と名付けられまし

た。吹田キャンパスで、さらなる発見があるかもしれ

ません。

 こうした遺跡やそこから出土する遺物は、国民の共有

財産として守り、活用していく義務があります。埋蔵

文化財調査委員会は、文化財保護法の規定に基づき、

開発により常に破壊の危機に瀕している遺跡の保護と

建物計画などの調整を行っています。そして、埋蔵文

化財調査室は、遺跡の調査・研究、出土した遺物の分

析や報告、博物館展示や市民向け講座、学外授業とい

った活用といった業務を、昼夜問わず、実施しています。
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吹田キャンパス、サイバーメディアセンター新棟
建設工事に先立ち、埋蔵文化財の有無を確認。

待兼山５号墳調査で大量の埴輪出土により

発掘調査は夜も続く。

総合学術博物館修学館北地点での発掘調査で火葬墓を
検出。人骨の取り上げをおこなう。
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待兼山遺跡での新発見

　2013 年夏の暑い日、阪大坂下の駐輪場整備にともなって

実施した試掘調査では、待兼山遺跡にかんする新しい情報を

得ることができました。調査区４と名付けた調査区ではアス

ファルトをめくると、すぐその下に骨の小片を混じる黒い炭

層が検出されました。この炭層は、2005 年の発掘調査で発

見された中世の火葬墓と関連する遺構と考えられ、火葬に伴

う灰や骨、銭、土器片などをかき集めたものです。

　調査を進めた結果、数百点にのぼる多量の遺物が発見され

ています。出土遺物は、土師器の皿、陶磁器、江戸時代の瓦、

土人形、銭（寛永通宝等）、おそらく人骨と思われる大量の骨

細片、不明金属器であり、中世のみならず、近世代に位置づ

けられるものを含みます。待兼山山麓における火葬墓は中世

から近世にかけて長期間造営された可能性が浮上してきまし

た。

　また、調査区２では６世紀代の須恵器の破片も発見され、

付近に未知の古墳が存在することが推測できます。

　

須恵器片（６世紀）を検出

遺構検出作業風景（調査区４）

出土した中世・近世の銭（調査区２）
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弥生時代の
　　　集落跡
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古　墳

窯跡？

待兼山１号墳

待兼山
　５号墳

待兼山５号墳から出土した埴輪待兼山１号墳の副葬品
（『豊中市史』より転載）

 

 

中世の山城？

待兼山遺跡より出土した弥生土器 火葬墓の検出

 

 古墳時代以降、墓域
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　埋蔵文化財調査室は日々の調査・研究に加え、アウトリーチ活動にも力を注いでいます。

市民の考古学に対する興味や関心は高く、埋蔵文化財調査室のもとには、カルチャーセンターが実施

する講座、歴史好きの方々が大勢集まる歴史同好会が自主的に実施している研究会での講演依頼や遺

跡見学依頼が多く寄せられています。この数年では、ほぼ２、３ヵ月に１回のペースで、市民講座で

の講演や大阪大学総合学術博物館での構内遺跡出土遺物の解説を引き受けています。

　また、毎年、JICA・国立民族学博物館博物館学集中コースの個別研修に協力し、大学における埋蔵

文化財保護と調査に関する世界各地の受講生に紹介していることに加え、大阪府立茨木高校の学外授

業に対応するなど、文化財の啓発事業の一環として研究機関や学校教育への協力にも活動の幅を広げ

ています。

豊中歴史同好会のみなさんに、総合学術博物館

第 17 回企画展「野中古墳と「倭の五王」の時代」

の展示解説を行いました（2014 年２月）。

JICA・国立民族学博物館博物館学集中コースの

参加者のみなさんとともに総合学術館前にて

（2013 年７月）。

大阪大学 21 世紀懐徳堂と大阪ガス株式会社が開講

する新しいタイプの講座アカデミクッキングにて

出張講義（2014 年３月）。

茨木高校の高校生たちに大阪大学の構内遺跡やキャン

パス内から出土した遺物を紹介（201２年１１月）。


